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紫の 幕、 紅 の 旗、 空の 色の 青く 晴れた る、 草木の 

色の 緑なる、 唯う つくしき ものの 弥が 上に 重なり合 ひ、 

打 混じて、 譬 へば 犬なる 幻燈の 花輪 車の 輪 を 造りて、 

烈しく 舞 出で、 舞 込む が 見え 候の み。 何 を か 緒 とし 

て 順序よ く 申 上げ 候べき。 全 巿街は その 日朝 まだき よ 

リ、 七色 を 以て 彩られ 候と 申す より 他 はこれ なく 候。 

紀元 千 八 百 九十 五 年 I 月 I 日の 凱旋 祭 は、 小生が 

覚えた る 観 世 物の 中に 最も 偉 なる ものに 候 ひき。 

知事の 君 を はじめと して、 県下に 有数なる 顕官、 文 



いよ 重く、 夜 はます ます 闇くな り 候 まま、 炬の 如き 

一 双の 眼、 暗夜に 水銀の 光 を 放ちて、 この 北の方 三十 

間、 小川の 流 一 たび 濯ぎて、 池と なり 候 池の なかばに、 

五条の 噴水、 青 竜の口より ほとばしり、 なかぞらの や 

み を こぼれて 篠 つくば かり 降り かかる 吹 上げの 水 を 照 

し、 相対して、 また さきに 申 上 候 銅像の 右手に 提げた 

る百鍊 鉄の 剣に 反映して、 次第に 黒くな り まさる 漆 

の 如き 公園の i 立 の 間に 言 ふ ベ か らざ る 森厳 の 趣を呈 

し 候、 いまにも 雨降り 候 やう なれば、 人 さきに 立 帰り 

申 侯。 



裾の 埃、 歩の 砂に、 両側の 二階家の 欄干に、 果 しな 

くひろ げかけ たる 紅の 毛氈 も 白くな りて、 仰げば 打 重 

なんに よ おぼろ 

なる 見物の 男女が 顔 も朧げ なる、 中空に は むら むら 

と 何に か 候ら む、 陽炎の 如き もの 立ち迷 ひ 候。 

万丈の 塵の 中に 人の 家の 屋根より 高き 処々、 中空に 

はんはん めざ ま ぼたん ひるがえ 

斑々 として 目覚しき 牡丹の 花の 翻 りて 見え 候。 こ は 

大 なる 母 衣の 上に 書いた るに て、 片端に は 彫刻した る 

獅子の 頭 を 縫 ひつけ、 片端に は 糸 を 束ねて ふつ さリ 

と 揃へ たる を 結び 着け 候。 この 尾と、 その 頭と、 及び 

件 の 牡丹の 花 描いた る 母 衣と を 以て 一 頭の 獅子に あ 

ひな リ候。 胴中に は 青竹 を 破りて 曲げて 1K にした る を 



幾処 にか 入れて、 竹の 両 はしに は 屈竟の 壮佼ゐ て、 

支へ て、 膨ら かに 幌を あげ をり 候。 頭に 一人の 手して、 

カ逞 ましき が 猪首に かかげ 持ちて、 朱 盆の 如き 口 を 張 

リ、 また ふさぎな どして 威 を 示し 候 都度、 仕掛 を 以て 

カツ カツと 金色の 牙の 鳴る が 聞え 候。 尾の つけ もとは、 

ここに も 竹の 棹つ けて 支へ ながら、 人の 軒より 高く 突 

上げ、 鷹揚に 右左に 振り 動かし 申 候。 何 貫目 やらむ 尾 

にせる 糸 をば、 真紅の 色に 染め たれば、 紅の 細き 滝 支 

さかさ ゆ おもむき 

ふる 雲な き 中空より 逆にお ちて 風に 揺らる る 趣 見 

え、 要するに 空間に 描きた る 獣 王の、 花々 しき 牡丹の 

はなぎぬ おど 

花 衣 着けながら 躍り 狂 ふ に - 」 とならず、 目覚しき 獅子 



四 

群集 ばらばらと 一 1> ^に 左右に 分れ 候。 

不意 なれば 蹌踉めきながら、 おされて、 人の 軒に 仰 

ぎ 依りつつ、 何事 ぞと 存じ 候に、 黒き、 長き 物ず るず 

ると 来て、 町の 中央 を 一 文字に 貫きながら 矢の 如く 艇 

け：^ け IK。 

これ をば 心 付き 候 時 は、 ハヤ その物 体の 頭 は 二、 三 

十 間 わが 眼の 前 を 走り去 リ 候て、 いま は その 胴中 あた 

しき た - 1 

り 連り に 進行いた しをり 候が、 あたかも 雨の 糸 を 繰 出 

す 如く、 走馬燈 籠の 間断 なきやう 俄に 果 つべ くも 見 



え 申さず。 唯 人の 頭 も、 顔 も、 黒く 塗りて、 肩より 胸 • 

背、 下腹の あたりまで、 墨 もてい やが 上に 濃く 塗り こ 

くり、 赤襌襠 着けた る，. 臀、 脛、 足、 踵、 これ をば 朱 

を 以て 真 赤に 色染めた るお なじ 扮 装の 壮佼 たち、 幾 百 

人 か。 一人 行く 前の 人の 後へ 後へ と 繋ぎ あ ひ 候が、 繰 

出す 如く ずんずんと 行き 候。 およそ 半時 間 は 連続いた 

し 候 ひしなら む、 やがて 最後の 一 人の、 身体 黒く 足 赤 

きが 眼前 をよ ぎり 候 あと、 また ひらひらと 群集 左右よ 

り 寄せ 合うて、 両側に 別れた る路を 塞ぎ 候 時、 その 

すぎゆ かた うちな が か はるか 

過 行きし 方 を 打 眺め 候へば、 彼の 怪物の 全体 は、 遥な 

る 向の 坂 をい ま 蜿リ蜿 りの ぼり 侯 首尾の 全き を、 い 



とが 遂に 皆 式場に 会した る こと を おん 含の 上、 静に 

ぉ考へ あひなり 候 はば、 いかなる 御 感じ か 御 胸に 浮び 

ュ矢ゃ 。 

五 

がいせんもん なまく ぴ じょうちん 

別に 凱旋門と、 生首 提灯と 小生 は 申し 候。 人の 目 

鼻 書きて、 青く 塗りて、 血の 色染めて、 黒き 蕨繙 着け 

たる 提灯と、 竜の口なる 五条の 噴水と、 銅像と、 この 

他に 今 も 眼に 染み、 脳に 印して 覚え 候 は、 式場なる 公 

園の 片隅に、 人 を 避けて ^然 と 立ちて、 淋しげ にあた 



り を 見 ま はし をら れ候、 一個 年若き 佳人に ござ 候。 何 

きぬ 

とい ふい はれ も あらで、 薄 紫の か はりた る、 藤色の 衣 

着けられ 候 ひき。 

このたび 戦死した る 少尉 B 氏の 令閨に 候。 また 小生 

知人に ござ 候。 

あらゆる 人の 嬉しげ に、 楽しげに、 を かしげに 顔色 

の 見え 候に、 小生 はさて 置きて 夫人の みあ はれに 悄れ 

て 見え 候 は、 人い きりに や のぼせた まひし と 案じられ、 

近う 寄り 声をかけて、 もの 問 はむ と 存じ 候 折から、 お 

ッと いふ 声、 人な だれ を 打って 立 騒ぎ、 悲鳴 を あげて 

逃げ惑 ふ 女た ち は、 水車の 歯に かかりて 撥ね飛ばされ 



候 やう、 倒れて は 遁げ、 転びて は 遁げ、 うづまい て 来 

むかで 

る大 蜈蚣の ぐるぐ ると 巻き込む る 環の なか を こぼれ 出 

で 候が、 令閨と および 五三 人 は その 中心に なりて、 

とえはたえ のが ひま ふし 

十重二十重に 巻き こまれ、 遁 るる 隙な く 伏 まろび 候 ひ 

し。 警官 艇 けつけ て 後、 他 は 皆無 事に 起 上り 候に、 う 

もすそ 

つくしき 人の みは、 そのまま 裳 を まげて、 起たず 横 は 

り 候。 塵埃 の その つややかなる 黒髪 を 汚す 間もなく、 

えもん 

衣紋の 乱る る まもなくて、 かう はなり はてられ 候 ひき- 

む かで は、 これが ために 寸断され、 此処に 六尺、 

彼処に 二 尺、 三尺、 五 尺、 七 尺、 一尺、 五寸 になり、 

一分に なり、 寸々 に 切り刻まれ 候が、 身体の 黒き、 足 
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